
昭和43年4月20日

監謹璽麗謹
陸上自衛隊では、5月中
の実弾射撃をつぎのとお

り行ないます。
実施場所=池田射撃場

実施日程= 1日， 2日，
6日--11日， 13日--18日
20日'"':'25日，27日--31日
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乙
乙
を
と
じ
て
く
だ
さ
b、「
¥J  

写真上=新しい玖島中校舎

O 

i .... 

三浦、鈴田、大村の三中学校が統合してでき

た玖島中学校の新しい校舎が完成し;ことし

の新学期から全校生徒が同じ校舎に集まって

授業をうけられるようになりました。

新校舎には、普通教室33、理科、音楽などの

特別教室10、管理室6、などがあり、 近代的

な明るい教室で生徒たちは一生懸命勉強して

います。

総工費=約1億5千万円。

新しし、教室で勉強だ

写亘左=音響効果を考えた階段教室で

音楽の授業をうける生徒たち

玖島中学校新校舎できる

一

春
の
大
そ
う
じ
は
、
ヵ
、
一

一
ハ
ェ

、
ノ
ミ
‘
ネ
ズ
ミ
な
ど

一

一
の
害
虫
を
徹
底
的
に
退
治
す

一

一
る
こ
と
に
重
点
を
お
き
ま
し

一

一
ょ
、
フ
。

一

一

天
井
裏
|
懐
中
電
灯
で
照

一

一
ら
し
な
が
ら
よ
く
ほ

こ
り
を

一

一
取
り
、
消
毒
剤
を
噴
霧
器
を

一

-
利
用
し
て
た
っ
ぷ
り
か
け
ま

一

一
す。

一

一

床
下
|
消
毒
剤
、
石
灰
を

一

一
十
分
に
ま
き
乾
燥
さ
せ
る
。
一

一

た
た
み
の
裏

よ

く

日

に

一

一
あ
て
て
ほ
こ
り
を
た
た
き
出

一

一
す
。
床
板
の
上

に
は
新
し
い

一

一
新
聞
紙
を
三
枚
ぐ
ら
い
重
ね
一

一
て
敷
く
。
消
毒
剤
も
忘
れ
ず

一

一
に
十
分
か
け
ま
し
ょ
う
。

一

一

便
所
の
ま
わ
り
l
t
く
み
と

一

一
り
口
の
周
囲
を
十
五
セ
ン
チ

一

一
ほ
ど
堀
り
返
し
、
う
じ
を
殺

一

一
す
薬
を
薬
局
で
相
談
し
て
買

一

一
い
よ
く
ま
き
ま
し
ょ
う
。
ご
一

一
み
捨
て
場
、
下
水
の
付
近
も

一

一
同
じ
要
領
で
行
な
い
ま
し
ょ

一

一
ぅ。

一

春
の
大
そ
う
じ
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農
業
基
本
法
が
制
定
さ
れ

て
六
年
あ
ま
り
、
大
村
市
も

農
業
の
構
造
改
善
に
努
力
し

て
き
ま
し
た
が
、
農
業
を
め

ぐ
る
諸
情
勢
は
容
易
な
ら
ざ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
経
営
を
近
代
化
し

所
得
を
増
大
さ
せ
、
農
業
を

安
定
さ
せ
る
た
め
に

一
層
の

努
力
と
強
い
施
策
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
国
の
指
定

も
受
け
、
さ
し
あ
た
り
本
年

度
の
構
造
改
善
の
補
助
事
業

と
し
て
岩
松
地
区
の
み
か
ん

園
共
同
防
除
施
設
な
ど
三
カ

所
総
工
費
千
四
百
六
十
九
万

円
の
ほ
か
野
岳
か
ん
が
い
用

水
工
事

一
カ
所
総
工
費
七
百

七
十
四
万
円
、
融
資
単
独
事

H
林
業
関
係
日

業
と
し
て
は
久
津
農
道
新
設

工
事
ほ
か
二
十
カ
所
総
工
費
林
業
関
係
で
は
、
市
有
林

五
千
百
六
十
九
万
円
を
実
施

，
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
新
植
、
七

す
る
計
画
で
す
。

ヘ
ク
タ

ー
ル
の
補
植
、
百
十

土
地
改
良
工
事
と
し
て
は
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
手
入
れ
を
行

土
地
改
良
十
カ
年
計
画
に
も

な
い
約
八
千
メ
ー
ト
ル
の
林

と
ず
き
、
年
毎
に
こ
の
計
画
道
補
修
を
計
画
し
て
い
ま
す

を
完
全
に
行
な
い
ま
す
。
ま

た
、
繰
返
す
干
害
に
備
え
て

長
期
利
水
計
画
を
立
て
て
基

盤
整
備
を
は
か
る
た
め
の
調

査
も
行
な
う
こ
と
に
し
調
査

費
も
計
上
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
単
独
土
地
改

良
事
業
と
し
て
釜
川
内
橋
改

良
工
事
ほ

か
二
十
八
カ
所
総

工
費
五
千
五
百
万
円
、
農
道

の
路
面
整
備
の
た
め
、
約
二

百
三
十
四
万
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

昭和43年4月20日

星雲料金請求書の

様式が変りました

じ>電報電話料金はこれま

で横長の公社請求書を用

いておりましたが、 4月

から 「はがき」大のもの

に変りました。

これまでより型が小さ

くなりますので粉失しな

いように注意してくださ

農
業
経
営
の

安
定
に
努
力

H
農
林
行
政
H
V

し、。

b電報電話局に料金を納

めた時は、金銭出納機に

よる 「レνート領収書」

が渡されることになりま

しfこ。

f.-} 

森
林
資
源
を
保
護

策
を
立
て
必
要
な
予
算
を
計

上
し
森
林
資
源
の
愛
護
を
期

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す。

民
有
林
の
育
成
に
つ
い
て

も
森
林
組
合
と
密
接
な
連
け

い
を
取
り
、
ま
た
林
地
肥
培

に
重
点
を
お
き
、
造
林
地
手

久
れ

コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
も
計

画
し
て
い
ま
す
。

事
業
別
の
計
画

し
か
し
、
二
月
中
旬
に
突

然
と
し
て
お
そ
っ
て
き
た
暴

風
雪
の
た
め
受
け
た
被
害
は

非
常
に
甚
大
で
ま
だ
確
実
な

数
字
の
把
握
が
で
き
て
お
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
被
害
の

程
度
が
わ
か
り
し
だ
い
あ
ら

た
め
て
再
造
林
な
ど
の
諸
施

② 

伝
染
病
の

予
防
を
推
進

日
畜
産
関
係
H

畜
産
関
係
で
は
、
経
営
の

専
業
化
が
進
み
多
頭
飼
育
の

傾
向
が

一
層
い
ち
じ
る
し
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、

家
畜
伝
染
病
の
予
防
を
強
力

水道料金の集金

水道料金は、ご希望に

よって と集金ミかミ納入

ミかいずれかの方法で納

めることができます。

集金の場合は、つぎの

人が集金にまわっていま

す。身分証明書を持って

いますので、たしかめて

から支払ってくださいo

b武部郷325 寺井トメ

じ>武部郷1123 佐藤忠己

b寿町63 森タネ

、、

に
進
め
る
こ
と
に
し
て

い
ま

す
。
ま
た
、
畜
産
改
良
資
金

の
貸
付
の
た
め
百
六
十
万
円

を
計
上
し
、
基
礎
畜
の
導
入

と
と
も
に
、
食
肉
需
用
の
増

大
に
応
ず
る
た
め
肉
用
牛
の

導
入
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
例
年
の
と
お
り

畜
産
共
進
会
を
開
き
優
良
家

畜
の
保
留
に
つ
と
め
ま
す
。

な
お
、
放
牧
牛
に
つ
い
て

は
事
業
開
始
後
日
が
浅
い
の

で
、
本
年
も
更
に
実
態
を
調

査
し
、
理
想
的
な
放
牧
場
の

完
成
に
つ
と
め
、
畜
産
業
の

振
興
に
寄
与
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

I
J
H
ν

、
ワ
カ
メ
の

養
殖
を
奨
励

H

水
産
関
係
H

水
産
関
係
で
は
、
漁
業
構

造
改
善
事
業
と
し
て

ゴ
シ
ク

リ
l
ト
魚
礁
の
投
入
に
よ
り

人
口
魚
礁
二
カ
所
、
総
工
費

百
五
十
万
円
の
設
置
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
村

湾
の
特
性
を
考
え
、
海
藻
、

な
ま
こ
、
貝
類
な
ど
の
増
殖

を
奨
励
し
、
ノ
リ
、
ワ
カ
メ

の
養
殖
を
重
点
施
策
と
し
て

行
き
ま
す
。

ま
た
、
健
全
な
企
業
を
育

成
す
る
た
め
、
先
進
地
の
技

術
習
得
と
優
良
種
苗
の
導
入

を
は
か
り
、
品
評
会
を
行
な

っ
て
品
質
の
向
上
に
つ
と
め

ま
す
。郡
川
、
萱
瀬
ダ
ム
に
ア

ユ

コ
イ
の
稚
魚
を
放
流
し
、
内

水
面
漁
業
の

増
殖
を
は
か
り

ま
す
。(
こ
の
つ
づ
き
は
次
号
で
す
)

国民年金

保険料は4月末までに
昭和42年度4月から昭

和43年3月までの保険料

は納めていただきました

でしょうか。まだ納めて

いない方があり ましたら

4月末までに必ず納めて

ください。

保険料を納めないとき

は、年金がもらえないこ

ともあります。どうして

も納める ことができない

ときは保険年金課に相談

しましょう。
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お
し
ら
せ

古
材
木
を
公
売

市
で
使
わ
な
く
な
っ
た
建

物
の
解
体
材
を
つ
ぎ
の
と
お

り
公
売
し
ま
す。

マ
公
完
方
法
一
般
競
争
入

ーい
ふ
糸
什
ι

マ
現
地
説
明
四
月
二
十
六

日
の
午
前
九
時
か
ら
十
時

ま
で
、
小
路
口
郷

(
竹
松

駅
一
塁
)
旧
竹
松
住
宅
で
行

な
い
ま
す
。

マ
入
札
四
月
二
十
六
日
午

前
十
時
三
十
分
か
ら
十
一

時
ま
で
、
竹
松
出
張
所
で

コ
i
ナ

l

行
な
い
ま
す
。

マ
入
札
保
証
金
入
礼
金
額

の
百
分
の
五
以
上
の
現
金

マ
公
売
物
件

板
類
約
十
五
立
方
米

角

材

約

五

十

一
立
方
米

当
日
は
必
ず
印
鑑
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は

財
政
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

B
V
 コ

ー
ラ
ス
の
成
人
講
座

コ
ー
ラ
ス

の
成
人
講
座
を

，(，，'， 

ひ
ら
き
ま
す
の
で
お
さ
そ
い

あ
わ
せ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
期
日
四
月
二
十
四
日
か
ら

八
月
二
十
四
日
ま
で

(
毎
月
一
回
)

マ
時
間
午
後
六
時
三
十
分

か
ら
九
時
三
十
分
ま
で

マ
場
巴所

市

民

会
舘
三
階
ホ

ー
ル
戸
第
一
会
議
室
)

マ

科

目

レ

コ

ー
ド
コ
シ
サ

i
ト
そ
の
他

コ
ー
ラ
ス
、

マ
参
加
資
格
市
内
に
住
ん

で
い
る
一
般
男
女

マ
講
師
九
州
電
力
大
村
火

力
発
電
所
西
浦
秀
雄
氏

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
の
問

ι
恥

投
与
を
う
け
ま
し
ょ
う
明

灯か

カ

も

ん

日

た

済

1
れ

月

ま

与

1
生

投

」
位
ー
に
の

但

で

目

和

ま

回

昭

日

2

者

月

与

当

臼

投

の

該

年

回

も

じ

実施場所 投与日

鈴田出張所
5月 6日

三浦診療所

竹松本町公民舘
5月 7日

松原出張所

諏訪公民舘
5月 8日

萱瀬出張♂所

市 役 所
5月 9日

福重出張所

市立病院 5月10日

(3) 

c>投与日程

※投与時間はいずれも午後2時か
ら3時30分まで。

マ
受
講
料

c>料金無料ですが、昭和42年度の市民

税の税額をおたずねしますので、必ず

調べて来てください。 い
り
ま
せ
ん

大
村
部
隊
の
藤
ま
つ
り

大
村
部
隊
の
営
庭
に
あ
る

大
藤
が
み
ご
と
な
花
を
つ
け

て
い
ま
す
。
大
村
部
隊
で
は

例
年
の
と
お
り
藤
ま
つ
り
を

行
な
い
、
自
衛
隊
内
を
開
放

し
て
運
動
会
、
仮
装
行
列
な

ど
を
行
な
い
ま
す
。
市
民
の

み
な
さ
ん
多
数
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

マ
日
時

五
月
三
日

午
前
九
時
か
ら

切
手
愛
好
会
の
会
員

募
集

公
民
舘
活
動
と
し
て
行
な

つぎに該当する人は投与前に医師と相

談してください

イ、発熱もしくは下痢をともなう急性疾

患にかかっているもし今。

ロ、重症結核患者、心臓血管系疾患者、

病後衰弱者、栄養障害者

ハ、種痘接種後2週間を経過していない

もの及び麻しんワクチン接種後1カ月

を経過していないもの。

なお、当日は母子手帳もご持参ください
4 

1 
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行楽シーズンです

出かける前に

必ずたしかめましょう

つ
'て
い
る
切
手
愛
好
会
の
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
込
は
市
民
会
舘
内
の
公

民
舘
係
か
グ
ル
ー
プ
活
動
が

行
な
わ
れ
て
い
る
日
に
行
な

っ
て
い
ま
す
。

マ
日
程
毎
月
第
三
土
曜
日

午
後
一
時
か
ら

市
民
会
舘

第
三
会
議
室

マ
場
所

4単品
無
縁
墓
地
の
改
葬

マ
墓
地
名

坂
本
町
長
崎
県
有
墓
地

マ
墓
地
の
所
在
地

長
崎
市
坂
本
町
八
三

O

マ
届
出
先

長
崎
市
桜
町
二

長
崎
市
環
境
衛
生
課

マ
届
出
期
日
五
月
二
日



(4) 

絶対にやめよう

乗るならのむな

酒
気
お
び
運
転
、
酒
よ
い

運
転
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
、

酒
を
の
ん
で
違
反
や
事
故
を

起
す
と
罰
が
倍
に
な
り
ま
す

酒
の
う
え
で

の
事
故
は
大
部

分
命
に
か
か
わ
る
大
事
故
に

な
り
、
一

瞬
に
し
て

一
生
を

棒
に
ふ
る
結
果
を
ま
ね
く
か

ら
で
才
。

自
分
は
運
転
が
う

飲んだらのるな、

り

飲酒運転は

大村市政だよ

⑨ 
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ま
い
し
、
少
し
ぐ
ら
い
の
酒

で
は
手
も
と
は
狂
わ
な
い

と

自
慢
し
て
も
そ
れ
は
絶
対
に

通
用
し
ま
せ
ん。

酒
に
よ
っ
て
運
転
す
る
と

注
意
力
が
に
ぶ
り
、
視
力
が

お
と
ろ
え
、
ス
ピ
ー
ド
に
対

す
る
感
覚
が
低
下
し
、
，運
転

が
あ
ら
っ
ぽ
く
な
る
の
で
す

警
察
庁
科
学
警
察
研
究
所

交
通
部
は
研
究
の
結
果
を

①
注
意
力
が
鈍
る

②
視
力
が
異
常
に
な
る

(
視

力
、
深
視
力
が
低
下
す
る

視
界
が
狭
く
な
る
、
動
い

て
い
る
も
の
か
固
定
し
て

見
え
る
)

③
肱
惑
に
お
そ
わ
れ
る

い
る
。

ま
た
、
そ
ろ
ば
ん
、

簿
記
、
計
算
尺
、
タ
イ
プ
の

講
座
も
開
き
、
検
定
誠
験
も

行
な
っ
て
い
る
。

会
員
数
日
六
百
九
十
一
名

会

頭

H

徳
田
正
雄
氏

一 「 大村警察署は、
月日 |
一一一一一iつぎの 日程により
4月25日|春の交通安全運動

I 4月26日|の一環として運転

4月27日l者講習会'を行ない
4月初日|ます。

5月1日| 今回からいまま

5月2日|で行なっでいた職

5月4日|域毎の講習会は行

5月6日|ないませんので、

5月 7日|車を運転する方は

進んで受講してく

ださい。

④
反
応
動
作
が
お
そ
く
な
る

⑤
誤
っ
た
動
作
を
す
る

⑤
速
度
感
が
鈍
る

⑦
排
気
ガ
ス
の
中
毒
に
か
か

り
易
く
な
る

な
ど
報
告
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
大
の
時
実
教
授

は
、
実
験
の
結
果
を
こ
う
い

っ
て
い
ま
す
。

「
ア
ル

コ
ー

ル
が
体
内
に
入

る
と
、
規
則
に
か
な
っ
た
安

全
な
運
転
を
し
よ
う
と
い
う

理
性
が
眠
っ
て
し
ま
う
。
ど

ん
な
に
酒
に
強
い
人
で
も
脳

の
中
の
道
徳
的
な
判
断
力
が

眠
っ
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
危

自動車法令講習会を開催

険
千
万
な
わ
け
で
あ
る
。

本
能
は
ま
だ

マ
ヒ
し
て
い
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、

ハ
ン

ド

ル
は
本
能
の
命
令
に
よ
っ
て

だ
け
動
か
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
従
っ
て
、

気
狂
い
に
刃

物
を
持
た
せ
た
と
同
じ
結
果

に
な
る
の
で
あ
り
1

結
局
は

道
路
交
通
の
状
況
な
ど
に
は

お
か
ま
い
な
し
に
乱
暴
な
運

転
を
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
。

飲
酒
運
転
は
身
の
破
滅
で
す

自
分
自
身
の
た
め
に
も
、
愛

す
る
家
族
の
た
め
に
も
、
酒

は
ハ
ン
ド
ル
を
離
れ
て
か
ら

と
い
う
こ
と

に
し
ま
し
ょ
う

l福重小学校

! 美天神社会舘

1 萱瀬保 育園

l -育舘
日泊公民舘

!大多武婦人ホーム

i市民会舘
|市民会舘

※時間はいずれも

午後 7時30分からです。

所場

兼
ね
て
社
会
一
般
の
福
祉
の

増
進
に
役
立
つ
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

大
村
商
工
会
議
所

り
、
大
村
商
工
会
議
所
も
設
そ
の
事
業
は
、
商
工
業
に

商
工
会
議
所
は
、
昭

和

十

立

さ

れ

た

。

関

す

る

調

査

研

究

、

情

報

、

八
年
商
工
経
済
会
法
の
制
定

昭
和
二
十
九
年
に
な

っ
て

資
料
の
採
集
、
商
品
の
品
質

に
と
も
な
い
長
崎
県
商
工
経

特
殊
法
人
と
し
て
再
編
さ
れ
数
量
、
鑑
定
、
検

済
会
が
設
立
さ
れ
、
同
年
十
大
村
市
の
み
を
管
轄
す
る
こ
査
、
企
業
診
断
、

月
大
村
市
と
東
彼
杵
郡
を
管
と
と
な
っ
た
。
商
工
会
議
所
見
本
市
な
ど
の
あ

轄
区
域
と
し
て
大
村
支
部
が
は

一
応
私
法
人
で
あ
る
が
、

っ

せ
ん
を
行
な
い

大
村
市
役
所
内
に
設
立
さ
れ

一公
法
人
と
し
て
の
色
彩
が
強
金
融
、
税
務
、
労

た
の
が
最
初
で
あ
る
。

く

、
公
共
性
の
原
則

l
「
営
仇
の
相
談
に
も
応

昭
和
二
十
年
の
終
戦
と
と
利
を
目
的
と
し
て
は
な
ら
な

じ
て
い
る
。
こ

の

も
に
商
工
経
済
会
大
村
支
部

い

」
!

と、

政
治
的
中
立
の
ほ
か
、
大
村
中
小

も
解
散
さ
れ
、
民

主

的

総

意

原

則

!
「
政
治
的
に
中
立
で
企
業
相
談
所
、
大

の
も
と
に
業
者
の
責
任
に
お
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
I

を
村
税
務
相
談
所
も

向
い
て
の
自
主
活
動
を
す
る
こ
そ
の
骨
子
と
し
地
域
総
合
経
設
け
、
商
工
経
営

川
と
と
な
り
、
昭
和
二
十

一
年
済
団
体
と
し
て
商
工
業
の
綜
の
相
談
、
記
帳
の

一
商
工
会
議
所
法
の
施
行
と
な
合
的
な
改
善
発
達
を
は
か
り
代
行
も
行
な
っ
て


